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2026年 10月 15日 

各 位 

 

会 社 名 株式会社アスタリスク  

代 表 者 名 代表取締役執行役員社長 鈴木 規之 

 （コード番号：6522 東証グロース）     

問 合 せ 先 取締役執行役員管理統括室長 太田 尚友 

 ir@asx.co.jp  

 

通期連結業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社グループは、2026年８月 31日に公表した「2026年８月期通期業績予想の修正及び特別損失（投資有価

証券評価損）の計上に関するお知らせ」と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、ここにお知らせ

いたします。 

記 

 

１．通期連結業績予想との差異について 

2026年８月期 連結業績予想と実績値の差異（2025年９月１日～2026年８月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,450 

百万円 

△185 

百万円 

△230 

百万円 

△330 

円 銭 

△41.92 

実 績 値（Ｂ） 1,516 △189 △156 △271 △33.91 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 66 △4 73 58 － 

増 減 率（ ％ ） 4.6 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（2025年８月期） 
1,666 △125 △128 △182 △24.42 

 

２．通期連結業績予想との差異について 

前回公表した連結業績予想は、公表時点で把握していた売上高及び費用等の見込みに基づき算定したもので

あります。その後、決算の確定に向けて売上高及び費用等の集計・精査を行った結果、前回予想と実績値に差

異が生じました。 

売上高につきましては、期末にかけた営業活動の結果、売上実績が前回予想を上回り、前回予想比 66 百万

円増の 1,516百万円となりました。 

営業利益につきましては、売上高が前回予想を上回ったものの、決算確定に伴い売上原価及び販売費及び一

般管理費が見込みを若干上回ったことから、営業損失は前回予想から４百万円拡大し、189 百万円となりまし

た。 

経常利益につきましては、為替差損益が前回予想より改善したことなどにより、経常損失は前回予想から73

百万円縮小し、156 百万円となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、これらの

影響等により、親会社株主に帰属する当期純損失は前回予想から58百万円縮小し、271百万円となりました。 

 

以 上 

 


